
に
向
け
た
指
針
作
り
を
開
始

し
ま
し
た
。
年
明
け
の
１
月

16
日
（
木
）
に
第
２
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
大
切
な

人
の
た
め
に
も
、
生
き
ぬ
い

て
！
そ
の
た
め
の
防
災
講

話
」
を
専
修
大
学
文
学
部　

助
教　

鈴
木
比
奈
子
先
生
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
に
て
ご
視

聴
い
た
だ
く
た
め
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
ジ
の
「
２
０
２
４
・

12
・
３
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。３

月
４
日
（
火
）
～
７
日

（
金
）
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ　

２
０
２
５
の

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
ブ
ー
ス
で
は
各
社

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。
初
日
３
月
４
日
（
火
）

15
：
30
～
16
：
30
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
Ａ
Ｉ
（
映

像
等
）
に
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
織
り
こ
む
重
要
性　

そ

の
事
例
は
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
木
村
一
輝
弁
護
士
（
丸

の
内
総
合
法
律
事
務
所
）
に

司
会
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。６

月
６
日
（
金
）
開
催
の

通
常
総
会
で
は
、
ロ
ス
対
策

や
防
犯
面
で
全
小
売
業
の
模

範
と
な
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

２
社
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら

に
通
常
総
会
の
記
念
行
事
と

し
て
、
会
員
各
社
に
よ
る
大

プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
プ
レ
ゼ
ン
す
る
製
品
・

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
真
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
諦
め
ず

提
案
す
る
こ
と
）
が
構
築
さ

れ
て
い
る
か
、
ユ
ー
ザ
ー
を

お
招
き
し
参
加
者
全
員
で
審

査
を
し
ま
す
。
秋
に
は
第
６

回
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
検

定
や
第
５
回
科
学
保
安
検
定

も
実
施
い
た
し
ま
す
。
全
国

万
引
犯
罪
防
止
機
構
の
ロ
ス

対
策
士
検
定
に
つ
い
て
も
全

面
的
に
支
援
い
た
す
所
存
で

す
。Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
は
、
防
犯
民
主

主
義
実
現
の
旗
の
下
、
Ｅ
Ａ

Ｓ
機
器
と
防
犯
カ
メ
ラ
と
ロ

ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進

の
た
め
の
工
業
会
と
し
て
、

防
災
領
域
を
含
む
「
安
全
・

安
心
な
店
舗
施
設
作
り
」
の

推
進
を
通
じ
て
、
流
通
業
界

の
健
全
な
経
営
、
ま
た
青
少

年
の
非
行
防
止
や
高
齢
者
等

の
再
犯
防
止
と
い
う
産
業

的
、
社
会
的
役
割
を
果
た
す

べ
く
、
所
轄
官
庁
は
じ
め
関

連
諸
団
体
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
参
り

ま
す
。
店
舗
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

や
警
備
、
地
域
防
犯
・
防
災

に
関
わ
る
皆
様
方
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

委
員
会
、
さ
ら
に
は
「
交
通

機
関
と
関
連
店
舗
の
保
安
強

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
３

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
毎

回
積
極
的
な
情
報
交
換
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

遺
憾
な
こ
と
に
、
世
界
各

地
で
は
戦
争
や
分
断
が
広
が

り
続
け
て
お
り
、
国
内
犯
罪

傾
向
も
悪
化
が
顕
著
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
当
事
者
間
の

対
話
へ
の
努
力
の
欠
如
が
挙

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
鑑
み
２
０
２
５
年
は

〝
協
働
防
犯
へ
の
研
鑽
〟
を

合
言
葉
に
、
関
係
者
間
の
対

話
や
現
場
重
視
の
視
点
で
各

種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
資
料

作
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Think Globally, Act Local
ly

（
超
訳
：
一
隅
を
照
ら
す

は
、
こ
れ
則
ち
世
界
の
宝
な

り
）
と
い
う
姿
勢
で
、
世
界

や
現
場
を
結
ん
だ
有
益
情
報

を
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
公
式
ロ
ス
対

策
メ
ル
マ
ガ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
Ｘ
な
ど
で
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
店
内
制
服
警

備
（
立
哨
・
巡
回
・
接
遇
）

ラ
ジ
オ
手
作
り
講
座
」
を
開

催
（
顔
写
真
は
そ
の
際
に
撮

影
）、９
月
に
第
５
回
小
売
業

向
け
「
万
引
防
止
用
推
奨
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
検
定
試
験
」

を
実
施
、
10
月
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
大
阪
２
０
２
４

の
大
阪
府
防
犯
設
備
協
会
特

設
ブ
ー
ス
に
て
４
回
の
防
犯

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
、
11
月
は

第
４
回
科
学
保
安
検
定
講
習

会
、
同
月
熱
海
小
嵐
で
16
名

が
参
加
し
て
の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ

ガ
バ
ナ
ン
ス
＊
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
合
宿
を
行
い
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
フ

ロ
ー
な
ど
成
果
物
を
苦
労
し

な
が
ら
生
み
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
理
事
会
で
は
、

２
月
「
防
犯
カ
メ
ラ
（
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
含
む
）設
置
工
事
」、

４
月
「
映
像
解
析
技
術
と
Ｌ

Ｌ
Ｍ
を
利
用
し
た
リ
テ
ー
ル

業
向
け
来
店
状
況
分
析
と
レ

ポ
ー
ト
作
成
」、７
月
「
オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
問
題
」、
９
月

「
万
引
き
と
損
害
保
険
」、

12
月
「
内
閣
府
・
基
幹
イ
ン

フ
ラ
役
務
の
安
定
的
な
提
供

の
確
保
に
関
す
る
制
度
」
の

勉
強
会
を
毎
回
開
催
し
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
画
像
安
全
利
用

推
進
委
員
会
な
ど
の
４
つ
の

を
合
言
葉
に
、
現
場
力
向
上

の
た
め
の
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
ま
し
た
。
１
月
の
能

登
半
島
地
震
後
、
被
災
地
支

援
と
し
て
多
く
の
会
員
が
防

犯
カ
メ
ラ
や
サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
や
義
援
金
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
現
地
入
り
し
て
撤
去

作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
に
国
土
交
通
省
鉄
道
局

総
務
課 

危
機
管
理
室
と
合

同
で
第
１
回
交
通
機
関
と
関

連
店
舗
の
保
安
強
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
催
、
５
月
に
公

安
調
査
庁 

調
査
第
二
部
第

一
課
サ
イ
バ
ー
特
別
調
査
室

長
を
講
師
に「
最
新
版 

サ
イ

バ
ー
情
勢
を
学
ぶ
」、
６
月

の
通
常
総
会
で
は
「
私
だ
っ

て
で
き
る
ロ
ス
分
析
方
法
」

「〝
塀
の
中
の
お
ば
あ
さ
ん

〟の
取
材
で
感
じ
た
こ
と
」、

７
月
に
第
８
回
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
検

定
講
習
会
を
開
催
や
「
画
像

と
文
字
の
Ａ
Ｉ
利
用
に
つ
い

て
社
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
の
お
勧
め
事
項
」
と

「
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護

指
針
第
４
版
」
を
発
出
し
ま

し
た
。
８
月
に
第
１
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
電
波
っ

て
す
ご
い
＊
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

期
の
万
引
き
の
認
知
件
数
は

８
万
３
０
０
０
件
か
ら
現
在

９
万
３
０
０
０
件
に
上
昇
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
に

万
引
き
で
摘
発
さ
れ
た
外
国

人
は
１
３
２
６
名
と
前
年
よ

り
２
割
増
え
、
８
年
ぶ
り
に

増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
で
実
行
す
る
の
が
特
徴

で
、
摘
発
し
た
事
件
の
25
・

８
％
は
共
犯
で
し
た
。
日
本

人
の
容
疑
者
の
場
合
、
共
犯

者
は
３
・
６
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。

最
新
の
小
売
業
の
不
明
ロ

ス
調
査
で
ロ
ス
率
の
平
均
が

２
年
前
の
０
・
48
％
か
ら

０
・
71
％
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。そ

の
背
景
に
は
青
少
年
の

万
引
、
外
国
人
組
織
の
大
量

窃
盗
、
日
本
人
の
職
業
的
万

引
、
セ
ル
フ
レ
ジ
不
正
の
増

加
に
起
因
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
店
舗
の

健
全
経
営
の
阻
害
要
因
と
な

っ
て
お
り
、
だ
れ
も
が
安

全
・
安
心
を
享
受
で
き
る
防

犯
民
主
主
義
実
現
へ
、
暗
い

影
を
落
と
し
始
め
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
昨
年
は
〝
協
働
防
犯
〟

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
店
舗
の
ロ
ス

対
策
や
防
犯
活
動
に
携
わ
ら

れ
て
い
る
皆
様
、
警
備
な
ど

の
皆
様
に
は
、
各
種
万
引
防

止
シ
ス
テ
ム
や
防
犯
カ
メ
ラ

な
ど
を
ご
活
用
い
た
だ
き
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
さ
ま
に
て
、
２
０
０

２
年
設
立
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
、

２
０
１
８
年
に
は
、
経
済
産

業
省
よ
り
Ｅ
Ａ
Ｓ
と
防
犯
カ

メ
ラ
分
野
の
工
業
会
認
定
を

受
け
、
２
０
２
０
年
に
は
個

人
情
報
保
護
委
員
会
認
定
の

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
と

な
り
、
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム

関
連
に
従
事
す
る
あ
ら
ゆ
る

企
業
が
参
画
す
る
総
会
員
数

67
法
人
の
産
業
団
体
に
成
長

し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
犯
罪
の
状
況
で
す

が
、
２
０
２
１
年
全
国
の
犯

罪
認
知
件
数
は
56
万
件
、
２

年
後
の
２
０
２
３
年
に
は
70

万
件
に
な
り
ま
し
た
。
同
時 新

年
ご
あ
い
さ
つ

工
業
会
　 

日
本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協
会
会
長　
　

稲
本  

義
範




